
Power Query 基本と活用術 マニュアル 

Chapter 1: Power Queryの基本 
Power Queryを使うためには、データをテーブル化し、Power Queryエディターを起動します。 

 

テーブルの作成 
データ範囲を選択し、「挿入」タブから「テーブル」をクリックしてテーブル化します。 

 



Power Queryエディターの起動 
「データ」タブから「テーブルまたは範囲から」をクリックしてPower Queryエディターを起動しま
す。 

 

Chapter 2: Power Query活用術 - 単純集計と自動化 
グループ化機能を使って、特定の項目ごとに集計を行います。手作業でのSUMIFS関数など
の代わりになります。 

 



グループ化の設定 
「変換」タブの「グループ化」をクリックし、集計したい列と操作（合計など）を指定します。 

 

マトリクス変換（ピボット解除） 
クロス集計表をリスト形式に変換します。 

 



列のピボット解除 
変換せずに残す列を選択した状態で、「変換」タブから「その他の列のピボット解除」をクリック

します。 

 

クロス集計と列追加 
リスト形式のデータからクロス集計表を作成します。 

 



列のピボット 
横軸にしたい列を選択し、「変換」タブから「列のピボット」をクリックして集計する値を指定しま

す。 

 

計算列（カスタム列）の追加 
「列の追加」タブから「カスタム列」をクリックし、計算式を入力して新しい列を作成します。 

 



他のクエリと結合 
VLOOKUP関数のように、別のテーブルと結合してデータを追加します。 

 

クエリのマージ 
「ホーム」タブの「クエリのマージ」を選択し、結合先のテーブルと結合キーとなる列を選択しま

す。 

 



複数クエリを1枚に 
同じ形式の複数のテーブルを縦に繋げて1つのテーブルにします。 

 

クエリの追加 
「ホーム」タブの「クエリの追加」から、3つ以上のテーブルを選択して追加します。 

 

Chapter 3: 外部のファイル接続 
外部のExcelファイルに接続してデータを取得する方法です。 



 

ファイルからデータの取得 
「データ」タブの「データの取得」→「ファイルから」→「ブックから」を選択します。 

 

相対パスへの変更 
他のユーザーと共有する際、ファイルパスが変わっても対応できるように相対パスに変更しま

す。 



 

詳細エディターでのパス変更 
Excelのセル（CELL関数等を利用）にパスを取得しておき、詳細エディターでその値を参照す
るように書き換えます。 
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